






















































最近，定問らは AZ31およびAZ61の冷間伸線を用いて M0.8や Ml.7のマイクロねじの室温
冷問転造を可能とした論文を発表している．
(2）；研究成果
①加工機の選定とその加工条件の検討
②特殊加工によるひずみと淡なまし？鼠度の関係
③特殊加工に伴う硬さとミクロ組織の変化
④繰返し特殊加工の回数が及ぼす加工条件の影響
(3）プロジェクト成果（特＝許，起業，技術移転等）
次年度中には，特許申請が出来るように準備を進めている．
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構怨
65歳以kの！高齢者が人口の 25%以とを占める超高齢化時代を迎えて， 日本においてはも
ちろん，世界的レベルで、渓療技術は目覚しく発展し，それに伴い医療技術を支えている金潟
材料の開発・研究も積極的に推し進められている。医療に供される金属材料として，軽金属
材料が，その良好な力学的性質，耐食性および生体適合性から注目され，積極的に研究・開
発が進められている背景がある．特iこ生体必須元素であるマグネシウムはインプラント材の
ような医療）羽生体吸収性材料としての適用が検討され，更なる機械的強度の向上や成形加工
性の改善が望まれている材料でもある．
(5）利用施設
本年度の該当尖綴なし
次年度は， i容itH力・応分解能X線屈折シ，ステムの利用を検討している．
